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「地域に新しい祭りを」という目標のもと、毎年恒例となってい
る「高根小まつり」が11月2日に高根小学校で開催されました。校
庭でのゲーム大会をはじめ、屋内ではバザー、模擬店などが催され
地域の人も参加し、盛大に行われました。

No.290

高根小まつり

広 報 長生村のホームページ　http://www.vill.chosei.chiba.jp/index.html
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お知ら
せ

お知ら
せ 

健康コーナー

みみ んん ななのの

笑顔笑顔

合併問題を考える

村職員の給与等を公表します

長生村のホームページ
http://www.vill.chosei.chiba.jp/index.html

長生村50周年
昭和28年11月３日に

長生村制が施行されて、来

年で50周年を迎えます。この

記念すべき年に、各種記念

イベントを検討してい

ます。
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最
近
、
平
成
の
大
合
併
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
、「
市
町
村
合
併
」
が
話
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
も
市
町
村
合
併
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
時
代
の
状
況
を
反
映
し
て
「
明
治

の
大
合
併
」「
昭
和
の
大
合
併
」
と
い
う
よ

う
に
一
定
の
時
期
に
全
国
的
に
推
進
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

長
生
村
も
、
昭
和
28
年
11
月
３
日
に
、

八
積
村
、
高
根
村
、
一
松
村
の
３
村
が
合

併
し
、
そ
の
後
八
積
・
一
松
の
一
部
地
域

を
一
宮
町
に
編
入
し
て
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
時
期
は
「
昭
和
の
大
合
併
」
と
い

わ
れ
、
消
防
や
社
会
福
祉
、
保
健
衛
生
な

ど
の
分
野
で
町
村
の
役
割
が
増
大
し
た
こ

と
や
、
新
制
中
学
校
の
制
度
化
に
対
応
す

る
合
併
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
で
は
、
今
な

ぜ
、
市
町
村
合
併
が
話
題
に
な
っ
て
い
る

の
か
、
そ
れ
は
、
今
日
の
市
町
村
が
抱
え

る
次
の
よ
う
な
課
題
に
対
す
る
有
効
な
手

段
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

広
域
的
な

行
政
課
題
へ
の
対
応

現
在
の
市
町
村
は
昭
和
の

大
合
併
で
誕
生
し
た
と
こ
ろ

が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
今
で

は
交
通
網
の
整
備
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
り
、

住
民
の
日
常
生
活
圏
は
市
町

村
の
区
域
を
越
え
て
拡
大
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
廃
棄
物
処
理
等
の

環
境
問
題
や
女
性
施
策
、
情

報
化
の
推
進
な
ど
規
模
の
小

さ
な
市
町
村
で
は
対
応
が
難

し
い
行
政
課
題
が
増
え
、
広

域
的
に
取
り
組
ん
だ
方
が
よ

り
一
層

の
効
果

が
得
ら

れ
る
と

思
わ
れ

ま
す
。

地
方
分
権
の
進
展

平
成
12
年
４
月
に
地
方
分

権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
国
や
県
か
ら
行

政
の
権
限
が
移
っ
て
き
て
、

市
町
村
の
役
割
が
大
き
く
な

っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ど
ん
な
ま
ち
づ
く
り
を
す
る

か
自
ら
考
え
、
実
行
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
住
民
か
ら
の
さ
ま

ざ
ま
な
要
望
に
も
応
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
今
よ

り
も
っ
と
財
政
力
を
つ
け
専

門
的
な
部
署
を
設
け
、
専
門

的
な
職
員
を
増
や
し
た
り
す

る
必
要
も
生
じ
て
き
ま
す
。

長生郡市合併問題協議会設立総会から（９月17日）

長生村 

白子町 
茂原市 

長柄町 

長南町 
睦沢町 

一宮町  

 
市
原
市 

夷隅郡 

山武郡 

生
活
圏
は

広
が
っ
て
い
ま
す

合合
併併
問問
題題
をを
考考
ええ
るる
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少
子
・
高
齢
社
会
の
到
来

国
で
は
、
平
成
18
年
を
ピ

ー
ク
に
日
本
の
人
口
は
減
少

し
、
そ
の
後
急
速
な
少
子
・

高
齢
化
が
進
む
と
推
計
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
千
葉
県
で
は

平
成
27
年
ご
ろ
を
ピ
ー
ク
に

人
口
が
減
少
し
、
そ
の
時
点

で
は
、
４
人
に
１
人
が
65
歳

以
上
の
高
齢
化
社
会
と
な
っ

将来人口と世代別人口の推移予測

出典：国立社会保障・人口問題研究所

「日本の将来推計人口（平成14年１月推計）」

「都道府県の将来推計人口（平成14年３月推計）」

国
・
地
方
を
通
じ
た

財
政
の
悪
化

国
と
地
方
を
合
わ
せ
た
借

金
（
長
期
債
務
残
高
）
は
、

平
成
14
年
度
末
で
約
６
９
３

兆
円
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
地
方
の
借
金
は
１

９
５
兆
円
を
超
え
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
は
、
市
町
村

の
税
収
が
足
り
な
く
て
も
、

国
が
地
方
交
付
税
を
配
分
し

て
補
て
ん
を
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
景
気
の
低
迷
に

よ
り
借
金
が
か
さ
み
、
国
も

こ
れ
以
上
地
方
交
付
税
の
確

保
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
ふ

ま
え
て
、
行
政
を
効
率
化
し

財
政
を
立
て
直
す
た
め
、
今

市
町
村
合
併
が
有
効
な
手
段

の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

市市
町町
村村
合合
併併
のの
手手
続続
きき

合
併
重
点
支
援
地
域
の
指
定
が

必
要
と
な
り
ま
す

市
町
村
合
併
を
検
討
す
る

に
は
、
ま
ず
、
合
併
に
向
け

て
検
討
し
て
い
る
市
町
村
が

県
に
要
請
し
て
、「
合
併
重
点

支
援
地
域
」
の
指
定
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
指

定
を
受
け
る
と
、
県
か
ら
合

併
の
調
査
や
啓
発
事
業
に
対

し
て
補
助
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

現
在
、
長
生
郡
市
で
は
、

長
生
郡
市
合
併
問
題
協
議
会

を
設
立
し
、
合
併
重
点
支
援

地
域
の
指
定
に
向
け
て
調
査

を
進
め
て
い
ま
す
。

合
併
協
議
会
の
設
置
か
ら

合
併
ま
で
は
、
お
よ
そ
２
年

の
期
間
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
合
併

後
に
財
政
的
な
優
遇
措
置
が

受
け
ら
れ
る
法
的
期
限
は
、

平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
期
日
ま
で
に
合
併
を
行
な

う
な
ら
ば
、
平
成
14
年
度
の

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
合

併
重
点
支
援
地
域
の
指
定
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

急急
がが
れれ
るる
市市
町町

村村
合合
併併
のの
是是
非非

年 平成12年 平成27年 平成42年

区分 （2000年） （2015年） （2030年）

総　人　口
全　国 1億2,693万人 1億2,627万人 1億1,758万人

千葉県 593万人 610万人 576万人

年少人口 全　国 14.6％ 12.8％ 11.3％

（15歳未満） 千葉県 14.2％ 12.5％ 10.5％

生産年齢人口
全 国 68.1％ 61.2％ 59.2％

比率

（15歳以上
千葉県 71.6％ 61.7％ 59.0％

65歳未満）

老年人口比率 全　国 17.4％ 26.0％ 29.6％

（65歳以上） 千葉県 14.1％ 25.7％ 30.4％

て
い
る
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

少
子
・
高
齢
化
が
進
展
す

る
と
、
地
域
活
力
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
る
と
と
も
に
、
医

療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

面
で
財
政
需
要
の
増
大
が
予

想
さ
れ
、
そ
れ
に
対
応
す
る

た
め
の
財
政
基
盤
の
充
実
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

識
経
験
者
、
住
民
の
代
表
な

ど
で
構
成
す
る
「
法
定
合
併

協
議
会
」
を
設
置
し
ま
す
。

法
定
合
併
協
議
会
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
関
係
市
町
村

議
会
の
議
決
が
必
要
と
な
り

ま
す
が
、
そ
の
方
法
と
し
て

市
町
村
が
主
体
と
な
っ
て
、

研
究
会
な
ど
か
ら
発
展
し
て

い
く
市
町
村
長
発
議
と
、
住

民
が
主
体
と
な
っ
て
署
名
活

動
を
行
い
、
直
接
市
町
村
長

に
設
置
請
求
す
る
住
民
発
議

と
が
あ
り
ま
す
。

合
併
協
議
会
の
設
置
が

必
要
と
な
り
ま
す

市
町
村
合
併
を
進
め
る
に

は
、「
市
町
村
の
合
併
の
特
例
法

に
関
す
る
法
律
」
い
わ
ゆ
る

合
併
特
例
法
に
基
づ
き
、
合

併
の
是
非
、
市
町
村
建
設
計

画
の
作
成
や
そ
の
他
合
併
に

関
す
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
話

し
合
う
た
め
に
、
関
係
市
町

村
の
長
、
議
会
の
代
表
、
学

合併協議会
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他他
市市
町町
村村
のの

取取
りり
組組
みみ
状状
況況

合
併
に
向
け
、
各
市
町
村

の
進
展
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

法
定
合
併
協
議
会
が

設
置
さ
れ
て
い
る
地
域

○
野
田
市
、
関
宿
町

合
併
重
点
支
援
地
域
の

指
定
を
受
け
て
い
る
地
域

○
安
房
郡
市
11
市
町
村

○
夷
隅
郡
市
６
市
町

○
旭
市
、
飯
岡
町
、
海
上
町
、

干
潟
町

○
東
金
市
、
大
網
白
里
町
、
九

十
九
里
町
、
成
東
町
、
山
武

町
、
蓮
沼
村
、
松
尾
町

合
併
に
向
け
た
研
究
会
等
を

設
置
し
て
い
る
地
域

○
長
生
郡
市
７
市
町
村

○
柏
市
、
我
孫
子
市
、
沼
南
町

長長
生生
郡郡
市市
のの
動動
きき

長
生
郡
市
で
は
、
現
在
各

市
町
村
議
会
に
合
併
問
題
調

査
特
別
委
員
会
の
設
置
が
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
合
せ
て
、
さ
る
９

月
17
日
に
長
生
郡
市
の
７
市

関係市町村と合併についての話し合い
合併を検討する合意

県が合併重点支援地域に指定（地域の要請に基づく）

合併協議会を設置する合意・議決
（遅くても平成15年３月議会）

合併協議会の設置

総務大臣の告示

県に対する合併の申請・県議会の議決

関係市町村議会の議決

合併協議会において具体的な検討

※合併協議会は、関係市町村の長
や議会の代表、学識経験者、住民
の代表などで構成され、
①合併をするかしないか
②合併の時期
③新市町村の名称
④「市町村建設計画」の作成

など、あらゆることについて話し
合う場です。

合　　　併

合併特例法の期限：平成17年３月末まで

新市町村建設計画の策定・協定項目の協議

住民説明

合
併
協
議
会
の
設
置
か
ら
合
併
ま
で
約
２
年
が
必
要
で
す
。

市町村合併の手続きの流れ 市町村合併の支援策

ア．普通交付税による措置
(1)合併算定替
合併後15年間の普通交付税の算定についての特例

(2)合併補正
合併直後の臨時的経費（各種システムの統一等）に対し通常の額よりも増額

イ．特別交付税による措置
(1)合併市町村に対する措置
公共料金格差の調整、公債費格差の是正や土地開発公社の経営健全化などに

対応するための措置

(2)合併準備経費に対する措置
合併協議会設置経費などに対する措置

(3)合併移転経費に対する措置
合併市町村の一体性の速やかな確立を図るため、合併前に要する経費に対す

る措置

(4)合併市町村を包括する都道府県に対する措置
合併市町村の行う事業に対して都道府県が交付する補助金・交付金などに対

する措置

ウ．地方債による特例（合併特例債）
市町村建設計画に基づく、特に必要な次の事業経費について、10年間に限り地

方債を財源とすることができ、その元利償還金の70％を普通交付税により措置

(1)合併市町村のまちづくりのための建設事業に対する措置
(2)合併市町村振興のための基金造成に対する措置

ア．市町村合併支援補助金
①合併に係る調査研究、啓発　②歴史文化の継承、コミュニティの育成などの

課題解決のための検討調査　③法定合併協議会の運営などの事業に対して補助

金を交付

イ．合併特例交付金（仮称）
伝統文化保存やコミュニティ育成のための事業、行政格差是正のための基盤整

備事業などに要する経費に交付金を交付

ウ．市町村振興資金の無利子貸付
合併準備に要する経費、合併特例債を充当しない経費などに無利子の資金を貸付

国による財政的な支援（主なもの）

県による財政的な支援（主なもの）

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

合
併
問
題
に

関
す
る
説
明
会

合
併
問
題
に
関
す
る
第
１
回

説
明
会
を
、
次
の
と
お
り
開
催

い
た
し
ま
す
。

地
区
別
に
割
振
り
を
し
て
あ

り
ま
す
が
、
都
合
の
悪
い
人
は

他
の
地
区
の
日
に
参
加
し
て
も

差
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
と
　
き

12
月
３
日
（
火
）
一
松
地
区

〃

４
日
（
水
）
八
積
地
区

〃

５
日
（
木
）
高
根
地
区

い
ず
れ
も
午
後
６
時
30
分
〜

◇
と
こ
ろ

長
生
村
文
化
会
館
視
聴
覚
室

町
村
長
と
議
長
並
び
に
合
併

問
題
調
査
特
別
委
員
会
委
員

長
を
加
え
た
21
人
に
よ
る

「
長
生
郡
市
合
併
問
題
協
議

会
」
を
設
置
し
合
併
に
つ
い

て
の
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
会
議
で
は
、

住
民
の
み
な
さ
ん
に
合
併
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
作
成
や
住
民
説
明
会
の
必

要
性
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を

し
て
お
り
ま
す
。
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区　　　分 経験年数7～10年 経験年数10～15年 経験年数15～20年

一般行政職
大学卒 244,300円 267,000円 292,100円

高校卒 198,400円 237,700円 272,300円

表１　人件費の状況（平成13年度一般会計決算）

表２　職員給与費の状況（平成14年度一般会計予算）

職員数 １人当たり
区　分 期末.勤勉 給　与　費

Ａ 給　　料 職員手当 手　　当 計　Ｂ （Ｂ／Ａ）

平　成 千円 千円 千円 千円 千円
14年度 142人 540,244 63,623 231,557 835,424 5,883

給　　　　与　　　　費

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

（注）１．職員手当には退職手当を含みません。
２．給与費は当初予算に計上された額であり、給与費改善分として１％分
を含みます。

表３　職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢
の状況　　　　　　　　（平成14年4月1日現在）

区　分
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

長生村
円 円 歳 円 円 歳

336,105 371,847 42.2 281,786 305,018 52.7

千葉県
円 円 歳 円 円 歳

380,503 465,127 43.3 339,535 389,136 48.2

一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

表４　職員の初任給の状況　　（平成14年4月1日現在）
長　生　村 千　葉　県 国

初任給
採用2年経過

初任給
採用2年経過

初任給
採用2年経過

日の給料額 日の給料額 日の給料額

大学卒
円 円 円 円 円 円

一　般 174,400 188,900 181,400 195,000 174,400 188,900
行政職

高校卒
円 円 円 円 円 円

146,500 157,700 146,500 157,700 141,900 151,800

区　　分

表５　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成14年4月1日現在）

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用
後の年数をいいます。

表６　一般行政職の級別職員数の状況
（平成14年4月1日現在）

区　　分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 ８　級 計

標準的な 主事補 主　事 主任主事 主任主事 係　長 課長補佐 課長補佐 課　長

職務内容 技師補 技　師 主任技師 主任技師 副主査 主　査 副主幹 主　幹

職員数 8人 17人 8人 2人 24人 4人 6人 17人 86人

構成比 9.3％ 19.8％ 9.3％ 2.3％ 27.9％ 4.6％ 7.0％ 19.8％ 100％

1年前の
1.2％ 21.7％ 10.8％ 3.6％ 24.1％ 12.1％ 6.0％ 20.5％ 100％

構成比

2年前の 主事補 主　事 主任主事 係　長 主　査 課長補佐 課　長
ー 100％

構成比 17.6％ 14.8％ 13.9％ 21.3％ 11.1％ 6.5％ 14.8％

（注）１．長生村の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

村
職
員
の
給
与
等
を

公
表
し
ま
す

長
生
村
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
、
村
民
の
み
な
さ
ん
に

広
く
そ
の
内
容
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
次
の
と
お
り
公

表
し
ま
す
。

な
お
、
こ
こ
に
掲
載
し
て
い
る
給
与
な
ど
は
、
す
べ
て

税
や
各
種
保
険
料
を
差
し
引
く
前
の
金
額
で
す
。

参
　
考

住民基本 歳 出 額 実質収支 人 件 費 人件費率 （参　考）

区　分 台帳人口 平成12年度

（年度末） Ａ Ｂ Ｂ／Ａ の人件費率

平　成 H14.3.31 千円 千円 千円 ％ ％

13年度 14,595人 5,159,374 407,853 1,143,134 22.2 25.0

7

区　　分 長　　生　　村 国

平成13年度支給割合 平成13年度支給割合

（期末・勤勉手当の計） （期末・勤勉手当の計）

期末手当 ６月期　2.05月分 ６月期　2.05月分

12月期　2.1月分 12月期　2.1月分　

勤勉手当 ３月期　0.55月分 ３月期　0.55月分

計　　4.7月分 計　　4.7月分

職制上の段階、職務の級など 職制上の段階、職務の級など

による加算措置　　有 による加算措置　　有

（支給率） 自己都合　　勧奨・定年（支給率） 自己都合　　勧奨・定年

勤続20年　 21.0月分　　 34.65月分 勤続20年　 21.0月分 28.875月分

勤続25年　33.75月分　　 44.55月分 勤続25年　33.75月分 44.55月分

勤続35年　 47.5月分　　 62.7月分 勤続35年　 47.5月分 62.7月分

退職手当 最高限度額 60.0月分　　 62.7月分 最高限度額 60.0月分 62.7月分

その他の　定年前早期退職特例措置 その他の
加算措置　2％～20％加算 加算措置

退職時特別昇給　　　1号給 退職時特別昇給　　　1号俸

１人当たり　25,515千円
平均支給額

表７　職員手当の状況

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員
に支給された平均額です。

支給対象地域 長生村全域

調 整 手 当 支給率 ２％

（平成14年 支給対象職員数 全職員

4月1日現在） 支給対象職員１人当たり平均
77,263円

支給年額（平成13年度決算）

区　　　　　　　　分 全　職　種

職員全体に占める手当支給職員の割合 8.5％

特 殊 勤 務 支給対象職員１人当たり平均支給年額 18,667円

手　　 当 手当の種類（手当数） 9

（平成13年度） 支給の多い手当 税務手当

代表的な手当の名称　多くの職員に支給
税務手当

されているもの

平成12年度
支給総額 18,141千円

時　間　外 職員１人当たり支給年額 124千円

勤 務 手 当
平成13年度

支給総額 15,839千円

職員１人当たり支給年額 119千円

区　　分 内　　　　　　　　容 国の制度との異同

・配偶者　　　　　　　　　　　　　16,000円

・配偶者以外の扶養親族

扶養手当
２人目まで　　　　　　　　 １人　6,000円

同　　じ
３人目から　　　　　　　　 １人　3,000円

16歳の年度初めから22歳の年度末までの

子がいる場合の加算　　　　 １人　5,000円

・借家の場合　　　　　　　家賃の額に応じて
異 な る

（家賃12,000円を　　　　　　　　27,000円
借家の場合国の住居手当 超える場合に限る） を限度に支給
制度と同じ

・自宅の場合　　　　　　　　　　4,300円

・電車、バスを利用する場合　　　全額支給

通勤手当 ・乗用車等を使用する場合使用距離に応じて 異 な る

2,000円から11,130円を支給

表８　特別職の報酬などの状況（平成14年4月1日現在）

区　　分 給　料　月　額　な　ど

村　長 788,000円

給　　料
助　役 639,000円

収入役 608,000円

教育長 577,000円

議　長 285,000円

報　　酬 副議長 237,000円

議　員 214,000円

（平成13年度支給割合）

村　長 ６月期　　　　　　　　　2.05月分

助　役 12月期　　　　　　　　　2.10月分

収入役 ３月期　　　　　　　　　0.50月分

期末手当
教育長 計　　　　　　　　　　4.65月分

（平成13年度支給割合）

議　長 ６月期　　　　　　　　　2.05月分

副議長 12月期　　　　　　　　　2.10月分

議　員 ３月期　　　　　　　　　0.50月分

計　　　　　　　　　　4.65月分

対前年
主　な　増　減　理　由

平成13年 平成14年増減数

議　会 2 2 0

総　務 23 23 0

税　務 9 10 1 徴収スタッフの充実

民　生 41 44 3 法令基準の充足

衛　生 9 10 1 健康管理スタッフの充実

農林水産 11 11 0

土　木 12 12 0

小　計 107 112 5

教　育 26 27 1 欠員補充

小　計 26 27 1

病　院 4 3 △1 欠員不補充

下水道 5 5 0

その他 7 8 1 国保窓口スタッフの充実

小　計 16 16 0

合　　計 149 155 6

一
般
行
政
職
部
門

特
別
行
政
な
ど

公
営
企
業
な
ど

職　員　数
区　分

表９　部門別職員数の状況と主な増減理由

（各年４月１日現在）

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職
者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。

◇期末手当、勤勉手当及び退職手当

◇調整手当

◇特殊勤務手当

◇時間外勤務手当

◇扶養手当、住居手当及び通勤手当○職員給与費　　平成14年度９月補正後の予算での
給与費の状況は、次のとおりです。

 

期末・
勤勉手当

給料
5億8,479万5千円
（64.6％）

職員手当
7,182万5千円
（7.9％）

2億4,932万1千円
（27.5％）

9億594万1千円
職員数
155人

給与費

(注)職員数は一般職の総数で、給与費とは、人件費のうち
職員に支給される給料と職員手当（退職手当を除く）を

いいます。

職員１人当たり給与費　584万5千円
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「県税の休日納税窓口」を長生支庁税務課で開設します。今月は15日（日）午前９時～午後５時
自動車税などの県税を取り扱います。問い合わせは、長生支庁税務課　　　22-1721
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厚
生
労
働
省
の
委
託
事
業
と
し
て
、

原
爆
被
爆
者
二
世
に
対
す
る
健
康
診
断

を
実
施
し
ま
す
。
対
象
は
被
爆
者
の
実

子
で
、
県
内
に
住
所
を
有
し
、
受
診
を

希
望
す
る
人
で
す
。

な
お
、
受
診
希
望
者
が
多
数
の
場
合

は
、
昨
年
度
未
受
診
者
を
優
先
し
ま
す
。

経
済
産
業
省
で
は
、
毎
年
12
月
31
日

現
在
で
「
工
業
統
計
調
査
」
を
、
市
町

村
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
製
造
業

平
成
14
年
12
月
は
医
師
・
歯
科
医

師
・
薬
剤
師
届
、
看
護
職
員
従
事
者
届
、

歯
科
衛
生
士
及
び
歯
科
技
工
士
業
務
従

事
者
届
の
時
期
で
す
。

医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
の
免
許

を
有
す
る
人
、
看
護
職
員
、
歯
科
衛
生

士
及
び
歯
科
技
工
士
で
、
平
成
14
年
12

月
31
日
現
在
県
内
で
就
業
し
て
い
る
人

は
、
平
成
15
年
１
月
15
日
（
水
）
ま
で

に
管
轄
保
健
所
へ
忘
れ
ず
に
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ

茂
原
保
健
所
総
務
課

（
22
）
５
１
６
７

村
で
は
、
村
民
の
持
家
の
普
及
を
促

進
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
住
宅
建

設
資
金
利
子
補
給
事
業
制
度
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
月
の
採
択
分
を
以

っ
て
終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
現
在
す
で
に
利
子
補
給
を
受

け
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

支
給
さ
れ
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課

（
32
）
２
４
９
３

原
爆
被
爆
者
二
世
の

健
康
診
断
の
実
施

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
願
い
ま
す
！

保
健
所
へ
の
届
出

忘
れ
な
い
で
！

飲
み
ま
せ
ん

締
め
ま
す
ベ
ル
ト
と

気
の
ゆ
る
み

利
子
補
給
制
度
が

廃
止
さ
れ
ま
す

毎
月
第
１
水
曜
日
に
出
す
、
各
コ
ー

ス
の
燃
え
な
い
ゴ
ミ
・
資
源
ゴ
ミ
・
粗

大
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
、
平
成
15
年
１
月

分
に
限
り
今
月
の
28
日
（
土
）
に
回
収

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
２
月
か

ら
は
今
ま
で
ど
お
り
第
１
水
曜
日
に
戻

り
ま
す
の
で
、
ゴ
ミ
と
資
源
の
分
け

方
・
出
し
方
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
今
一
度

確
認
し
、
間
違
い
の
な
い
よ
う
出
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
末
の
可
燃
ゴ
ミ
は
12
月
28

日
ま
で
で
す
。
ま
た
、
年
始
の
可
燃
ゴ

ミ
収
集
は
、
１
月
４
日
（
土
）
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
野
犬
や
カ

14
年
度
版
「
ゴ
ミ
と
資
源
の

分
け
方
・
出
し
方
」
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い

12
月
10
日
（
火
）
〜
12
月
31
日
（
火
）

ま
で
「
冬
の
交
通
安
全
運
動
」
が
、
次

の
３
点
を
重
点
目
標
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

①
飲
酒
運
転
の
追
放

②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
着
用
の
徹
底

③
薄
暮
時
及
び
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

長
生
村
で
は
、
秋
の
交
通
安
全
週
間

に
県
交
通
安
全
対
策
課
が
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
着
用
率
を
調
査
し
た
結
果
、
生
活

道
路
で
の
着
用
率
が
県
内
で
ワ
ー
ス
ト

１
と
な
り
ま
し
た
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

着
用
は
交
通
安
全
意
識
の
バ
ロ
メ
ー
タ

ー
と
い
わ
れ
、
交
通
事
故
で
死
亡
し
た

人
の
約
７
割
が
未
着
用
と
い
う
結
果
が

で
て
お
り
、
致
死
率
は
着
用
者
の
約
８

倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
切
な
「
命
」

を
守
る
た
め
、
車
に
乗
っ
た
ら
必
ず
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

ラ
ス
な
ど
に
散
ら
か
さ
れ
ま
す
の
で
絶

対
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◇
実
施
期
間

12
月
２
日
（
月
）
〜
平

成
15
年
３
月
10
日
（
月
）

◇
申
し
込
み

ハ
ガ
キ
に
「
健
康
診
断

希
望
」、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

生
年
月
日
、
被
爆
者
で
あ
る
親
の
名

前
・
住
所
・
被
爆
者
手
帳
番
号
を
明

記
し
、
平
成
15
年
２
月
14
日
（
金
）

ま
で
に
〒
２
６
０-

８
６
６
７
　
千
葉

市
中
央
区
市
場
町
１
〜
１
　
千
葉
県

健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課
援
護
恩
給

班
へ
郵
送
す
る
。

※
検
査
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
一
部
自

己
負
担
が
あ
り
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

千
葉
県
健
康
福
祉
部

社
会
福
祉
課
援
護
恩
給
班

０
４
３
（
２
２
３
）
２
３
４
９

を
営
む
事
業
所
を
対
象
に
、
工
業
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
調
査
結
果
は
、
国
や
県
、

市
町
村
の
行
う
産
業
振
興
な
ど
各
種
施

策
を
決
め
る
基
礎
資
料
と
し
て
、
広
く

利
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
を
お
願
い
す
る
事
業
所
に
は
、

12
月
中
旬
か
ら
１
月
に
か
け
て
調
査
員

が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課

（
32
）
４
７
４
３

税金は納期内に納税を　　　口座振替の人は残高の確認をお願いします
9

！！

国民年金や厚生年金などで老

齢を支給事由とする年金は、所

得税法上｢雑所得｣として区分さ

れ、支払年金額が178万円(65

歳未満の人は108万円)以上の人

は､支払われる年金から所得税

が源泉徴収されます｡

そこで、配偶者控除や扶養控

除などの各種控除を受ける場合

は、｢公的年金等受給者の扶養

親族等申告書｣を提出する必要

があります｡

提出する必要のある人には、

毎年11月に社会保険業務センタ

ーから申告書が送付されますの

で、指定の期日までに提出して

ください。なお、次に該当する

ときは確定申告が必要です｡

●2カ所以上から年金を受けて

いるとき

●年金以外に所得があるとき

●年金の源泉徴収では受けるこ

とができない各種控除（医療

費控除、社会保険料控除な

ど）があるとき

●扶養親族等申告書を提出しな

くて控除が受けられなかった

とき

※確定申告の際に必要となる、

年金の源泉徴収票は１月末に送

付されます｡

◇問い合わせ 千葉社会保険事

務所　　　043-242-6327

長
生
村
で
は
、
平
成
15
年
４
月
か
ら

２
年
間
有
効
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
の
受
付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

こ
の
申
請
の
要
領
に
つ
い
て
は
、
総
務
課

管
財
係
【

（
32
）
２
１
１
１
】
又
は

入
札
参
加
資
格
申
請
の

受
付
を
開
始

デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
の
排

出
ガ
ス
に
含
ま
れ
る
粒
子

状
物
質
の
健
康
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
た

め
、
千
葉
県
で
は
条
例

で
平
成
15
年
10
月
１
日

か
ら
粒
子
状
物
質
の
排

出
基
準
を
満
た
さ
な
い

デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
（
乗
用

車
を
除
く
）
の
運
行
を
禁
止
し
ま
す
。

運
行
す
る
場
合
に
は
、
排
出
基
準
に

適
合
す
る
よ
う
知
事
が
指
定
し
た
粒
子

状
物
質
減
少
装
置
の
装
着
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
新
車
登
録
か
ら
７

年
間
は
規
制
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
平
成
15
年
４
月
１
日
か
ら
自

動
車
の
運
転
者
に
は
駐
停
車
時
の
ア
イ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車

運
行
規
制
始
ま
る

義
援
金
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

11
月
３
日
の
産
業
ま
つ
り
で
は
、

義
援
金
１
２
、
３
５
２
円
が
集
ま
り

ま
し
た
。
ま
た
、
千
葉
土
建
長
生
分

会
か
ら
５
、
０
０
０
円
、
村
植
木
生

産
組
合
か
ら
３
、
０
０
０
円
の
義
援

金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
併
せ
て
２
０
、
３
５
２

円
全
額
を
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〜
産
業
ま
つ
り
実
行
委
員
会
〜
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国民
年金
 

扶養親族等申告書は
期限までに

提出しましょう

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

必
ず
期
間
内
に
手
続
き
を
さ
れ
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
受
付
期
間

平
成
15
年
２
月
３
日

（
月
）
〜
２
月
28
日
（
金
）
ま
で

（
郵
送
可
　
２
月
28
日
消
印
有
効
）

◇
提
出
先

〒
２
９
９-

４
３
９
４
　
長

生
郡
長
生
村
本
郷
１
番
地
７
７

長
生
村
役
場
　
総
務
課
管
財
係

（
32
）
２
１
１
１

◇
宛
　
名

長
生
村
長
　
市
原
良
夫

◇
申
請
様
式

千
葉
県
様
式
　
青
色
の

Ａ
４
フ
ァ
イ
ル
綴
り

◇
有
効
期
間

平
成
15
年
４
月
１
日
〜

平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で

※
千
葉
県
様
式
の
販
売
に
つ
い
て
は
、

県
庁
中
庁
舎
内
の
千
葉
県
庁
生
活
協
同

組
合
【

０
４
３
（
２
２
３
）
４
８

６
９
】
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
県
内
工
事
業
者
用
に
関
す
る

申
請
書
は
県
内
の
建
設
業
協
同
組
合
、

ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
が
義
務
付
け
ら
れ
、

自
動
車
を
30
台
以
上
使
用
す
る
事
業
者

に
は
自
動
車
環
境
管
理
計
画
書
の
提
出

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

計
画
書
の
作
成
方
法
に
つ
い
て
は
、

平
成
15
年
１
月
か
ら
県
内
各
地
で
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
千
葉
県
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

県
庁
大
気
保
全
課

０
４
３
（
２
２
３
）
３
８
１
０

測
量
等
業
者
用
に
関
す
る
申
請
書
は

（
社
）
千
葉
県
測
量
設
計
業
協
会
【

０
４
３
（
２
２
５
）
４
１
６
１
】
で
も

販
売
し
て
い
ま
す
。



菊の大輪に
思わずため息が！
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村村のの
でできき
ごごとと

いろ
いろ

11
月
３
日
に
第
35
回
長
生
村
民
文
化
祭
と
第
16
回
産
業
ま
つ
り
が
文
化
会
館
、

中
央
公
民
館
、
旧
庁
舎
跡
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

文
化
会
館
ホ
ー
ル
で
は
公
民
館
ク
ラ
ブ
な
ど
の
発
表
が
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
人

た
ち
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
お
き
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
屋
外
で
の
無
料
配

布
で
は
多
く
の
人
が
集
ま
り
す
ぎ
た
た
め
、
早
々
と
終
了
と
な
っ
て
し
ま
う
よ
う

な
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

今今
年年
もも
大大
勢勢
のの
おお
客客
ささ
んん
でで

にに
ぎぎ
わわ
いい
まま
しし
たた

会場を最高に盛り上げた「建前」

文化会館前で開始を告げるテープカット

伝統の技が光ります

練習の成果を存分に発揮

小学生から大人までの力作がずらり
11

来
年
の
春
に
は

小
学
生
で
す
ね

記念品を手に「ありがとう」

11
月
６
日
に
木
島
浩
さ
ん
（
昭
和
）
の
畑
で
、

一
松
保
育
所
の
園
児
が
芋
ほ
り
を
行
い
ま
し
た
。

園
児
は
長
靴
を
履
い
て
腕
ま
く
り
を
し
て
、
年

長
組
さ
ん
か
ら
列
を
な
し
て
畑
に
入
っ
た
と
思
っ

た
ら
、
最
後
に
赤
ち
ゃ
ん
組
が
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
登

場
し
、
全
員
そ
ろ
っ
て
芋
ほ
り
開
始
。

つ
る
を
引
っ
ぱ
り
勢
い
あ
ま
っ
て
し
り
も
ち
を

つ
く
子
、
大
き
な
芋
を
掘
っ
て
先
生
に
自
慢
を
し

に
来
る
子
な
ど
で
お
お
さ
わ
ぎ
。

収
穫
さ
れ
た
芋
の
一
部
は
園
児
が
家
へ
の
お
み

や
げ
に
し
、
残
り
は
給
食
と
３
時
の
お
や
つ
で
い

た
だ
い
た
そ
う
で
す
。

大
き
な
お
芋

掘
っ
ち
ゃ
っ
た

大きなお芋を両手で抱えて

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の
11
月
10
日

に
、
北
中
瀬
自
治
会
を
対
象
と
し
て
防
火
診
断
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

入
山
津
分
遣
所
の
職
員
が
自
治
会
内
の
一
軒
一

軒
を
訪
問
し
、
調
理
器
具
の
使
用
状
況
や
家
庭
用

消
火
器
の
設
置
場
所
・
有
効
期
限
、
危
険
物
の
貯

蔵
状
態
な
ど
を
診
断
し
ま
し
た
。

火
災
の
発
生
し
や
す
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
も
、
宅
内
や
家
の
ま
わ
り
を
整
理
す
る

と
と
も
に
枯
草
な
ど
を
除
去
し
て
、
火
災
を
お
こ

さ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

お
宅
は

大
丈
夫
で
す
か
？

消火器の有効期限は大丈夫ですね

村
主
催
の
合
同
七
五
三
祝
が
11
月
15
日
に
行
わ

れ
、
126
人
の
子
ど
も
が
文
化
会
館
ホ
ー
ル
に
集
ま
り

ま
し
た
。
式
典
で
は
市
原
村
長
か
ら
の
「
来
年
の
春

に
は
み
な
さ
ん
は
小
学
生
で
す
。
自
分
の
こ
と
は
自

分
で
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
あ
い
さ

つ
に
、
大
き
な
声
で
元
気
よ
く
「
は
い
」
と
返
事
を

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
村
と
Ｊ
Ａ
長
生
か
ら
記
念

品
と
し
て
文
房
具
と
千
歳
飴
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
に
は
ア
ニ
メ
映
画
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ

レ
ー
テ
ル
」
が
上
映
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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健
診
と
予
防
接
種

▽
三
歳
児
健
診

（
Ｈ
11
年
８
・
９
月
生
）

と
　
き
＝
12
月
４
日
（
水
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
〜
１
時

15
分

▽
三
種
混
合

と
　
き
＝
12
月
５
日
（
木
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
〜
２
時

▽
乳
児
健
診

（
Ｈ
13
年
12
月
、
Ｈ
14
年

今
月
の
健
康
相
談

▽
と
　
き

12
月
６
日
（
金
）

20
日
（
金
）

▽
受
　
付

午
前
９
時
〜
11
時

30
分

▽
内
　
容

血
圧
測
定
・
血
糖

検
査
・
尿
検
査
・

尿
中
塩
分
測
定
・

み
そ
汁
塩
分
測
定

保
健
指
導
・
栄
養
指

導
な
ど

※
６
日
は
、
運
動
指
導
も
行
い

ま
す
の
で
、
希
望
者
は
保
健
セ
ン

タ
ー
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

健
診
調
査
書
の
配
布

あなたの骨はだいじょうぶ？（骨密度検査）

例
年
実
施
し
て
い
る
基
本
健

康
診
査
及
び
結
核
検
診
、
各
種

が
ん
検
診
な
ど
の
希
望
調
査
を

５
月
・
８
月
生
）

と
　
き
＝
12
月
18
日(

水)

受
　
付
＝
午
後
１
時
〜
２
時

30
分

保健衛生推進員の保健衛生推進員の
活動報告活動報告

健康コーナー

このページの問い合わせ　保健センター 32ｰ6800

先月号の広報ちょうせいの表紙にもなっていまし

たが、村内各保育所の年長児を対象に実施した「ち

びっこクッキング」はたいへん好評でした。

推進員は、材料の準備などをして子どもたちの到

着を待ち、調理の段階ではあくまでも子どもたちが

主体ということで、前に出すぎず、子どもたちのサ

ポート役に徹しました。

子どもたちがとても楽しくクッキー作りができた

のはもちろんですが、私たちおとなも大変楽しい時

間を過ごすことができました。子どもたちの小さな

胸に楽しい思い出として刻まれたことでしょう。

こうした食を通した経験の積み重ねが、心身が健

やかに育つ食

生活の基礎作

りとなります。

また来年もこ

うした機会を

計画していき

ます。

今
月
下
旬
に
自
治
会
長
を
通
し
て

配
布
し
ま
す
。
こ
の
調
査
書
は
平

成
15
年
３
月
か
ら
実
施
す
る
、
村

の
住
民
検
診
の
対
象
者
を
把
握
す

る
た
め
の
大
切
な
も
の
で
す
。
家

族
で
相
談
し
、
記
入
も
れ
の
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
15
年
１
月
10
日
（
金
）
ま

で
に
、
自
治
会
長
（
班
長
）
ま
た

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

今
月
の
「
お
し
ゃ
べ
り
ひ
ろ
ば
」

は
５
日
（
木
）
と
16
日
（
月
）
の
、

午
前
９
時
〜
正
午
で
す
。

楽しかった「ちびっこクッキング」

13

保健師だより

お酒お酒はほどほどほどほどに
楽しく飲もう楽しく飲もう

今月の担当は池です

年
末
年
始
を
迎
え
お
酒
を
飲

む
機
会
が
増
え
る
時
期
で
す
。

特
に
県
内
で
も
長
生
、
夷
隅
、

市
原
地
区
は
、
飲
酒
す
る
割
合

が
高
い
地
域
で
す
。
酒
は
適
量

な
ら
疲
労
回
復
な
ど
に
効
果
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
現
在
で
は
、「
酒
は
飲
ま

な
け
れ
ば
飲
ま
な
い
ほ
ど
良
い
」

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
慢
性

的
に
飲
酒
を
し
て
い
る
人
は
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
や
肝
臓
病
、

高
血
圧
を
招
く
危
険
性
が
あ
る

こ
と
を
自
覚
し
、
適
量
で
節
度

あ
る
飲
み
方
に
変
え
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

○
節
度
あ
る
飲
酒
と
は

適
度
な
飲
酒
は
、
一
日
平
均

純
ア
ル
コ
ー
ル
で
約
20
ｇ
程
度

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
適
量
で

あ
れ
ば
血
液
の
循
環
を
よ
く
し
、

ス
ト
レ
ス
の
緩
和
に
つ
な
が
り

健
康
に
よ
い
影
響
を
あ
た
え
る

な
ど
の
効
用
も
あ
り
ま
す
。

一
般
的
に
「
適
度
な
飲
酒
」

に
つ
い
て
正
し
い
認
識
の
あ
る

人
は
少
な
く
、
一
日
三
合
位
と

思
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
清

酒
三
合
の
純
ア
ル
コ
ー
ル
量
は

約
60
ｇ
と
な
る
た
め
適
量
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
65
歳
以
上
の
人

は
特
に
量
を
減
ら
し
て
く
だ
さ

い
。
主
な
酒
類
の
純
ア
ル
コ
ー

ル
量
の
換
算
目
安
は
、
表
１
の

と
お
り
で
す
。

○
本
村
も
飲
酒
者
が
増
加
？

基
本
健
診
の
結
果
、
長
生
村

は
他
市
町
に
比
べ
飲
酒
者
で

肝
機
能
の
悪
い
人
が
多
く
、

特
に
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
と

関
係
が
深
い
γ
ー
Ｇ
Ｔ
Ｐ
の

値
の
高
い
人
が
増
え
て
い
ま

す
。
管
内
の
肝
機
能
検
査
結

果
は
表
２
の
と
お
り
で
す
。

○
適
正
飲
酒
10
カ
条

①
笑
い
な
が
ら
、

楽
し
い
雰
囲

気
で
飲
む

②
無
理
強
い
せ
ず
、
マ
イ
ペ
ー

ス
で
ゆ
っ
く
り
と
飲
む

③
食
べ
な
が
ら
飲
む

(

上
質
な
魚
、
豆

腐
な
ど
の
大
豆

製
品
、
海
藻
類
、

緑
黄
色
野
菜
を
）

④
自
分
の
適
量
に
と
ど
め
る

(

ビ
ー
ル
大
瓶
１
〜
２
本
、
日

本
酒
１
〜
２
合
、
ウ
イ
ス
キ
ー

ダ
ブ
ル
１
〜
２
杯
ま
で
と
す
る
）

⑤
週
に
２
日
は
休
肝
日
を
つ
く
る

⑥
人
に
酒
の
無
理
強
い
は
し
な
い

⑦
薬
と
一
緒
に
飲
ま
な
い

(

睡
眠
剤
、

安
定
剤
、

糖
尿
病
薬

な
ど
）

⑧
強
い
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
は
薄

め
て
飲
む

⑨
遅
く
て
も
夜
12
時
で
切
り
あ

げ
る

⑩
肝
臓
な
ど
の

定
期
検
診
を

受
け
る

ビール 清　酒 ウイスキー 焼酎35度 ワイン

お 酒 の 種 類 （中瓶１本 （１合 （ダブル （１合 （１杯

500ml） 180ml） 60ml） 180ml） 120ml）

アルコール度数 ５％ 15％ 43％ 35％ 12％

純アルコール量 20ｇ 22ｇ 20ｇ 50ｇ 12ｇ

表１ 主 な 酒 類 の 換 算 目 安

長 生 村 茂 原 市 一 宮 町 睦 沢 町 白 子 町 長 柄 町 長 南 町
男　女 男　 女 男　 女 男　女 男　 女 男　 女 男　 女

γ-GTP
40.3 18.0 34.0 18.0 35.4 16.6 34.2 16.7 31.8 17.2 31.1 16.9 30.0 15.7

12年平均値

γ-GTP
36.7 17.9 35.1 18.5 21.9 17.1 34.7 16.9 38.1 18.1 36.1 17.8 29.1 16.2

13年平均値
12年
肝機能要医 7.3％ 5.2％ 5.0％ 5.3％ 6.3％ 5.3％ 4.4
療者の割合
13年
肝機能要医 7.3％ 5.7％ 5.0％ 6.1％ 6.2％ 5.4％ 4.8
療者の割合

表２ 管内市町村の肝機能検査結果（平成12、13年度）
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す
こ
や
か
な
成
長
を

子
の
名
　
　

親

地
　
区

木
村
れ
い
あ
　
泰
樹
　
曽
　
根

原
田
　

斗

隆
二
　
七
井
土

矢
部
　
ケ
ン
ク
ウ
ェ
ク
ア
ベ
ド
ウ

真
有
美

信
　
友

木
島
　
良
輔

勝
幸
　
大
坪
東

小
関
　
賢
登

正
彦
　
岩
　
沼

金
綱
　
千
里

弘

金
　
田

磯
部
　
結
希

純
也
　
大
　
村

出
生
・
死
亡
（
10
月
受
付
）

私
が
作
り
ま
し
た

折
り
紙
を
は
じ
め
て
６
年
に
な

り
ま
す
。
去
年
の
文
化
祭
に
出
品

し
て
か
ら
は
し
ば
ら
く
作
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
久
し

ぶ
り
に
作
っ
て
み
ま
し
た
。

作
品
名
は
「
て
ま
り
」
で
、
て

ま
り
の
丸
は
安
泰
の
象
徴
で
結
婚

や
出
産
の
お
祝
い
に
送
る
と
い
い

そ
う
で
す
。
あ
ら
か
じ
め
４
㎝
×

９
㎝
の
紙
を
三
角
形
に
折
っ
た
も

の
を
作
っ
て
お
き
、
そ
れ
を
積
み

重
ね
て
丸
い
形
を
作
っ
て
い
ま
す
。

白
黒
な
の
で
分
か
り
に
く
い
で
す

が
市
販
の
色
紙
を
使
う
こ
と
で
模

様
を
描
い
て
い
ま
す
。
大
き
い
も

の
は
１
０
０
０
枚
使
っ
て
だ
い
た

い
１
時
間
ぐ
ら
い
で
作
り
ま
し
た
。

普
通
は
の
り
を
使
っ
て
固
定
す
る

の
で
す
が
、
私
の
場
合
は
の
り
を

使
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
ほ
う
が

あ
と
で
丸
い
形
を
整
え
や
す
い
か

ら
で
す
。
本
当
は
こ
れ
に
リ
ボ
ン

が
つ
く
の
で
す
が
、
今
回
は
つ
け

て
い
ま
せ
ん
。
人
に
あ
げ
る
と
き

は
つ
け
た
ほ
う
が
い
い
で
す
ね
。

先
月
の
文
化
祭
に
こ
れ
を
出
展

し
ま
し
た
。
中
央
公
民
館
や
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
も
作
品
が
置
い
て
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
実
物
を
ご
覧

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

菊池　智子さん
（北中瀬）

まんがで選挙を考える
政治家の寄付は禁止だよ

内山　安二
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取　材
番外編

広報

人口と世帯

■人口

男　7,314人 (+2)

女　7,362人 (+2)

計 14,676人 (+4)

■世帯数

4,896戸 (+14)

11月１日現在・（ ）内は先月比

写真写真
ささししああげげまますす
広報に掲載した写真
さしあげます
◇総務課広報広聴係

32ｰ2111

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

亡
く
な
っ
た
人

年
齢
　
地
　
区

金
田
　
明
子
　
60
歳
　
南
中
瀬

野
上
　
良
枝
　
42
歳
　
信
　
友

小
峯
　

洋

69
歳
　
小
泉
北

片
岡
新
一
郎
　
76
歳
　
大
坪
東

東
條
　
ふ
み
　
76
歳
　
高
　
塚

花
澤
　
洋
子
　
45
歳
　
小
　
橋

高
瀬
　

浩

45
歳
　
岩
　
沼

片
岡
　
す
づ
　
92
歳
　
蟹
　
道

及
川
　

浩

80
歳
　
岩
　
沼

澤
田
　
信
治
　
81
歳
　
七
井
土

木
島
　
喜
代
　
89
歳
　
　
驚

こ
の
欄
へ
掲
載
を
望
ま
な
い
人
は
、
届

出
時
に
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

新聞報道で「シートベルト着用

率千葉県ワースト１」が長生村だ

と知り、これではいけないと、

渡辺さんはシートベルトの着用

率向上を願いこのポスターをか

いてくれました。

運転免許を持たない子どもたちもちゃ～んと見てま

すよ。シートベルトを締めて安全運転に心がけてくだ

さい。なお、このポスターは文化会館・公民館に掲示

してあります。

僕僕僕僕 のののの 夢夢夢夢
私私私私 のののの 夢夢夢夢

ぼくの夢は、大人になって剣道の国

体の選手になることです。これからも

いっぱい努力して国体の予選を勝ちぬ

いて国体の大会にでてみたいです。

長谷川雅展くん

八　積　小

６　年

私の夢は、保母さんになる事です。

そのわけは、保育園や幼稚園の子供達

が元気いっぱいで明るい子供達になっ

てほしいからです。病気にならない丈

夫な体を作るように、させたいです。

神崎麻由子さん

高　根　小

６　年

ワースト１は
ほしくない

渡辺瑠美さん
（長生中２年）



安

生

哲

也
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？
図書券が当たるよ図書券が当たるよ
クイズなんでも ちょうせいちょうせい
問　題
11月15日の七五三式典後に上映された映画は？
１、ヘンゼルとグレーテル　２、ピノキオ
３、みにくいアヒルの子
◇応募方法 はがきに答えの番号、広報ちょ
うせいに対する意見を記入して応募してく
ださい。
◇応募先 〒299ｰ4394 長生村本郷１ー７７
長生村役場総務課広報広聴係
◇締め切り 12月13日
◇賞　品 抽選で３人に、図書券を差し上げ
ます。
◇先月の答え ３、高根北
◇当選者　小高正美さん、井下田幸司さん

長谷川美貴さん

心に
残る旅

人人人人シリーズ

「
射
撃
の
魅
力
と
い
え
ば
、

ク
レ
ー
を
打
ち
抜
い
た
と
き
の

爽
快
感
と
、
満
点
を
取
っ
た
と

き
の
充
実
感
で
す
ね
。
撃
つ
瞬

間
は
す
べ
て
の
こ
と
を
忘
れ

て
、
そ
れ
だ
け
に
集
中
す
る
ん

で
す
」
と
目
を
輝
か
せ
て
話
す

の
は
、
今
年
ク
レ
ー
射
撃
ス
キ

ー
ト
の
部
で
「
よ
さ
こ
い
高
知

国
体
」
千
葉
県
代
表
選
手
と
な

っ
た
安
生
哲
也
さ
ん
（
昭
和
）

で
す
。

練
習
は
週
に
１
回
ぐ
ら
い
の

ペ
ー
ス
で
行
い
、
大
会
前
で
も

２
回
ぐ
ら
い
し
か
で
き
な
い
そ

う
で
す
。
都
心
に
比
べ
る
と
射

撃
場
は
近
く
に
あ
る
方
で
す

が
、
そ
れ
で
も
頻
繁
に
と
は
い

か
ず
、
少
な
い
練
習
を
カ
バ
ー

す
る
た
め
に
、
普
段
の
イ
メ
ー

ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
大
事
だ
と

安
生
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

「
射
撃
は
ほ
か
の
ス
ポ
ー
ツ

に
比
べ
、
肉
体
的
な
面
よ
り
も

精
神
的
な
面
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ

だ
と
思
い
ま
す
。
競
技
中
に
空

き
時
間
が
で
き
た
か
ら
と
い
っ

て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
す
ぎ
た
り
、

か
と
い
っ
て
常
に
緊
張
し
っ
ぱ

な
し
と
い
う
の
も
良
く
な
い
よ

う
で
す
。
自
分
自
身
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
な
い
と
勝
つ
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
得
点
を
競
い

あ
い
ま
す
が
、
最
終
的
に
は
自

分
と
の
戦
い
に
な
り
ま
す
ね
」

と
、
射
撃
と
い
う
競
技
の
難
し

さ
を
話
し
ま
す
。

国
体
に
出
場
が
決
ま
っ
た
と

き
の
こ
と
に
つ
い
て
「
本
格
的

あそう・てつや 昭和36年1月15日、昭

和自治会生まれ。

平成2年に銃の所持許可を取得し射撃を

始める。平成12年に日本クレー射撃協会、

千葉県クレー射撃協会に加入し、本格的

にクレー射撃を始める。また、同年８月

に狩猟許可も取得している。

今年の8月に開催された関東ブロック大

会に千葉県代表選手として出場し、団体4

位、個人3位という成績を納め、よさこい

高知国体の選手となる。

「
よ
さ
こ
い
高
知
国
体
」
千
葉
県
代
表

さ
ん

今
年
の
１
月
か
ら
２
月
に
か

け
て
大
学
の
友
人
10
人
と
卒
業

旅
行
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ケ
ア
ン
ズ
、
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス

ト
、
シ
ド
ニ
ー
の
３
都
市
周
遊

10
日
間
の
旅
を
し
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
南
半
球

に
位
置
す
る
の
で
日
本
と
は
季

節
が
反
対
に
な
り
、
連
日
気
温

が
30
度
前
後
の
真
夏
で
し
た
。

私
も
含
め
て
10
人
中
８
人
が

初
め
て
の
海
外
旅
行
だ
っ
た
の

で
と
て
も
不
安
で
し
た
が
、
そ

ん
な
不
安
が
吹
き
飛
ん
で
し
ま

う
ほ
ど
、
現
地
で
の
滞
在
は
素

晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

む
こ
う
で
は
世
界
遺
産
の
グ

レ
ー
ト
バ
リ
ア
リ
ー
フ
や
熱
帯

雨
林
を
観
光
、
夜
の
国
立
公
園

で
コ
ア
ラ
を
抱
い
た
り
カ
ン
ガ

ル
ー
に
会
う
た
め
の
ナ
イ
ト
サ

フ
ァ
リ
ツ
ア
ー
に
も
参
加
し
ま

井
下
田
朋
子
（
水
　
口
）

み
ん
な
で
行
っ
た

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
旅
行

銃
を
構
え
標
的
に
集
中
す
る
安
生
さ
ん

経
験
が
、
今
後
の
競
技
生
活
に

お
い
て
大
き
な
自
信
に
つ
な
が

り
ま
す
ね
。
来
年
は
静
岡
県
で

国
体
が
開
か
れ
ま
す
。
２
年
連

続
の
国
体
出
場
を
果
た
し
、
入

賞
を
目
指
し
ま
す
」
と
来
年
に

向
け
意
気
込
み
を
力
強
く
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
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作ってみよう！

今月の
料　理

講師の高師さん

さ ん が 焼 きさ ん が 焼 き

●材　料（4人分）
・さんま・・・・・・・・・・・４尾

・生姜・・・・・・・・・・・・１片

・長ねぎ・・・・・・・・・・・1／2本

・味噌・・・・・・・・・・・・大さじ１

・青じそ・・・・・・・・・・・８枚

・サラダ油・・・・・・・・・・大さじ１

・大根・・・・・・・・・・・・100ｇ

・醤油・・・・・・・・・・・・適宜

・スダチ・・・・・・・・・・・２個

☆エネルギー324kcal たんぱく質19.1g 脂肪26.8g

●作り方
①生姜はすりおろす。長ねぎはみじん切り。

②さんまは三枚におろし、骨、皮を取り、細かく刻む。

①と味噌を加えて混ぜながら包丁でたたき、８等分

し小判型にし、青じそを巻く。

③フライパンに油を熱し、②を並べ両面焼き火を通す。

④大根はすりおろし、ザルに取り水気を切る。スダチ

は1／2に切る。

⑤皿に盛り、大根おろしとスダチを添え、醤油をかけ

ていただく。

に
始
め
て
か
ら
、
そ
ん
な
に
年

数
が
た
っ
て
い
な
い
の
で
本
当

に
自
分
で
い
い
の
、
と
思
う
気

持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、

が
ん
ば
っ
た
か
ら
こ
そ
こ
こ
ま

で
こ
れ
た
ん
だ
、
自
分
で
も
や

れ
ば
で
き
る
と
い
う
結
果
の
出

た
瞬
間
だ
っ
た
の
で
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
ね
」
と
安
生

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

安
生
さ
ん
は
こ
の
国
体
で
、

今
ま
で
参
加
し
た
ど
の
大
会
と

も
違
っ
た
緊
張
感
と
雰
囲
気
を

肌
で
感
じ
て
い
た
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
中
「
職
場
の
人
た
ち
が

高
知
県
と
い
う
遠
距
離
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
応
援
に
来
て
く
れ

た
の
が
と
て
も
心
強
か
っ
た
で

す
。
ち
ょ
っ
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

に
も
な
り
ま
し
た
け
ど
ね
」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
自
分
に
と
っ
て
国
体
出
場

と
い
う
の
は
目
標
で
し
た
。
し

か
し
、
い
ざ
出
場
し
て
み
る
と

普
段
の
力
が
ぜ
ん
ぜ
ん
出
せ
ま

せ
ん
で
し
た
。
団
体
で
は
32
県

中
10
位
。
個
人
で
は
96
人
中
48

位
で
し
た
。
と
て
も
残
念
で
し

た
が
、
こ
の
大
会
で
有
名
選
手

と
一
緒
に
競
技
を
し
た
と
い
う

し
た
。
ま
た
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の

シ
ョ
ー
を
観
た
り
、
シ
ド
ニ
ー

の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
を
見
た
り
、

毎
日
の
よ
う
に
ビ
ー
チ
で
泳
い

だ
り
、
オ
ー
ジ
ー
ビ
ー
フ
を
食

べ
た
り
と
、
で
き
る
限
り
の
事

を
し
ま
し
た
。

中
で
も
一
番
楽
し
か
っ
た
の

は
、
念
願
の
グ
レ
ー
ト
バ
リ
ア

リ
ー
フ
で
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ

を
し
て
、
魚
と
一
緒
に
青
い
海

を
泳
い
だ
事
で
す
。
絶
対
に
ま

た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
訪
れ
る

予
定
な
の
で
、
今
度
は
イ
ル
カ

と
一
緒
に
泳
い
で
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
も
あ
っ
た
け
れ
ど

良
い
経
験
に
な
っ
た
し
、
初
め

て
の
海
外
旅
行
に
し
て
は
と
て

も
充
実
し
た
旅
で
し
た
。

毎日泳いだ思い出のビーチで
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中中中中央央央央公公公公民民民民館館館館
ココココーーーーナナナナーーーー

長生村体育館　32ｰ1144 尼ヶ台総合公園　32ｰ0997

２
日
・
16
日

28
日
・
29
日
・

30
日
・
31
日

は
、
体
育
館
・

武
道
館
・
弓
道

場
・
薮
塚
球
技

場
は
、
休
館

（
休
場
）
で
す
。

体育施
設の休

館日

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い

◇
開
設
日

13
日
・
20
日

27
日

午
前
９
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で

◇
と
こ
ろ

中
央
公
民
館

２
階
相
談
室

※
電
話
で
の
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。

（
32
）
４
０
６
７

体 の設施育 休
館

日

庭
教
育

相
談

家家庭教
育相談

年
度
生
涯
大
学
校
の

学
生
を
募
集

11115555

ば
打
ち
に

挑
戦
し
て
み
よ
う

そそそそ
成
人
村
民
を
対
象
に
そ
ば
打
ち
教

室
を
行
い
ま
す
。

◇
と
　
き

12
月
15
日
（
日
）
午
前

９
時
か
ら

◇
と
こ
ろ

文
化
会
館
　
調
理
室

◇
持
参
す
る
物

エ
プ
ロ
ン
・
フ
キ

ン
・
三
角
巾
・
タ
ッ
パ

◇
費
　
用

５
０
０
円
（
申
し
込
み

時
に
集
金
）

◇
募
集
人
員

20
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

◇
受
　
付

12
月
５
日
（
木
）
〜
８

日
（
日
）
の
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
ま
で
中
央
公
民
館
窓
口
で

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
け
付
け

ま
せ
ん
。

千
葉
県
生
涯
大
学
校
は
、
60
歳
以

上
の
人
た
ち
が
、
恵
ま
れ
た
学
習
環

境
の
中
で
新
し
い
知
識
を
身
に
つ
け

広
く
仲
間
づ
く
り
を
図
る
と
と
も
に
、

学
習
の
成
果
を
地
域
活
動
で
役
立
て

る
な
ど
社
会
参
加
に
よ
る
生
き
が
い

の
高
揚
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

◇
資
　
格
　
長
生
地
域
に
お
住
ま
い

の
60
歳
以
上
の
人
で
、
学
習
の
成

果
を
地
域
活
動
で
役
立
て
る
な
ど
、

社
会
参
加
の
意
欲
の
あ
る
人

◇
学
園
・
課
程
・
学
科
・
定
員

＊
外
房
学
園
　
一
般
課
程

（
通
学
２
年
制
　
定
員
１
９
５
人
）

・
福
祉
科
　
70
人

・
生
活
科
　
30
人

・
園
芸
科
　
70
人

・
陶
芸
科
　
25
人

＊
京
葉
学
園
　
通
信
課
程

（
福
祉
生
活
科
　
定
員
５
０
０
人
）

◇
授
業
料

一
般
課
程
　
年
額
１
８
、
０
０
０
円

通
信
課
程
　
年
額
４
、
０
０
０
円

（
教
材
費
な
ど
は
別
途
負
担
）

◇
外
房
学
園
所
在
地

茂
原
市
本
小
轡

字
一
本
松
３
１
９
〜
１

◇
入
学
案
内
の
配
布

県
生
涯
大
学

校
学
園
事
務
局
、
県
庁
健
康
福
祉

部
高
齢
者
福
祉
課
、
長
生
支
庁
社

会
福
祉
課
、
役
場
健
康
福
祉
課

※
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
返
信

用
封
筒
（
角
２
サ
イ
ズ
、
あ
て
先
記

入
、
１
４
０
円
切
手
貼
付
）
を
同
封

の
う
え
、
県
生
涯
大
学
校
事
務
局
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
願
書
受
付

12
月
27
日
（
金
）
ま
で

◇
願
書
提
出
先

〒
２
６
０-

０
８
０
１
　
千
葉
市
中
央

区
仁
戸
名
町
６
６
６
〜
２

千
葉
県
生
涯
大
学
校
事
務
局

◇
入
学
者
の
決
定

平
成
15
年
１
月

末
に
生
涯
大
学
校
事
務
局
で
公
開

抽
選
に
よ
り
決
定

※
学
習
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
千
葉

県
生
涯
大
学
校
事
務
局
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

０
４
３
（
２
６
６
）
４
７
０
５

そばを打つ手にも力が入ります

地
域
ぐ
る
み
の

あ
い
さ
つ
運
動

生
涯
学
習
推
進
会
議
で
は
、「
あ

い
さ
つ
・
声
か
け
運
動
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

朝
、
集
団
登
校
の
児
童
や
生
徒

に
会
っ
た
ら
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

地
域
全
体
で
、
子
ど
も
た
ち
を
育

て
て
い
く
と
い
う
連
帯
感
が
生
ま

れ
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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十
一
月
の
句
抄

俳
句
ク
ラ
ブ

立
冬
や
三
日
月
空
に
矛
立
て
て
　
　
　
　
　
　
　
　
井
下
田
き
よ

朝
粥
を
湯
気
濃
く
囲
み
旅
終
は
る
　
　
　
　
　
　
　
石
川
和
香
子

菊
日
和
門
よ
り
出
で
し
乳
母
車
　
　
　
　
　
　
　
　
市
原
　
正
子

部
屋
中
を
羊
だ
ら
け
に
賀
状
刷
る
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
道
子

脱
衣
籠
ど
ん
ぐ
り
一
つ
転
げ
落
つ
　
　
　
　
　
　
　
植
草
　
泰
子

疎
開
し
て
捨
て
し
浅
草
一
葉
忌
　
　
　
　
　
　
　
　
鵜
澤
よ
し
え

駅
出
れ
ば
そ
こ
は
公
園
冬
日
和
　
　
　
　
　
　
　
　
海
津
や
す
は

朝
日
映
え
雫
と
ど
め
し
冬
の
雷
　
　
　
　
　
　
　
　
片
岡
　
篤
美

パ
ソ
コ
ン
を
打
つ
手
を
止
め
て
秋
刀
魚
焼
く
　
　
　
刈
込
　
照
子

返
り
花
さ
あ
こ
れ
か
ら
が
人
生
よ
　
　
　
　
　
　
　
河
野
　
富
子

駒
ケ
岳
つ
づ
く
山
々
暮
迅
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
我
　
久
子

頬
被
り
し
て
校
長
の
ペ
ン
キ
ぬ
り
　
　
　
　
　
　
　
三
枝
　
幸
江

二
度
咲
き
て
別
れ
を
惜
し
む
薔
薇
の
花
　
　
　
　
　
中
島
て
る
子

ふ
り
む
か
ず
今
を
生
き
よ
と
寒
椿

中
村
　
英
子

小
夜
時
雨
濡ぬ

れ
て
静
か
に
猫
帰
る
　
　
　
　
　
　
　
根
本
　
よ
し

夕
時
雨
終
の
一
葉
を
落
と
し
け
り
　
　
　
　
　
　
　
野
沢
沙
と
志

混
声
の
和
音
の
響
き
秋
更
け
て
　
　
　
　
　
　
　
　
御
園
　
英
子

鵙
日
和
目
礼
届
く
駅
ホ
ー
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
田
　
芳
子

淡
き
日
に
触
れ
て
色
解
く
返
り
花
　
　
　
　
　
　
　
矢
部
　
甲
子

い
ち
に
ち
が
早
く
て
石
蕗
の
花
ざ
か
り
　
　
　
　
　
米
倉
　
安
糸

生涯学習課　32ｰ5100 中央公民館　32ｰ3770

成
人
を
祝
う
式
典

（
成
人
式
）

新新新新
今
月
は
、
亀
山
湖
紅
葉
ハ
イ
キ
ン

グ
を
行
い
ま
す
。

湖
面
に
映
ゆ
る
紅
葉
と
澄
ん
だ
空

気
で
、
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

ま
し
ょ
う
。

◇
と
　
き

12
月
15
日
（
日
）
午
前

７
時
　
茂
原
駅
集
合
　
７
時
９
分

生
歩
こ
う
会

12
月
の
例
会
案
内

長長長長

発
快
速
東
京
行
乗
車

◇
コ
ー
ス

蘇
我
駅
で
内
房
線
に
乗

り
換
え
、
木
更
津
駅
で
久
留
里
線

に
乗
り
換
え
、
上
総
亀
山
駅
下
車
、

折
木
沢
公
園→

折
木
沢
の
黒
滝→

湖
原
橋→

月
毛
公
園→

亀
山
ダ

ム→

亀
山
会
館→

上
総
亀
山
駅

→

帰
路

◇
対
　
象

村
民

◇
参
加
費

会
員
　
無
料
、
会
員
以

外
２
０
０
円
（
保
険
代
、
そ
の
他
）

※
ケ
ガ
な
ど
の
補
償
は
保
険
の
範
囲

内
と
し
ま
す
。

◇
持
ち
物

お
弁
当
、
雨
具
、
保
険

証
、
そ
の
他

◇
締
め
切
り

12
月
７
日
（
土
）

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

早
川
正
和
　
　
（
32
）
５
７
５
９

※
会
員
は
欠
席
者
の
み
、
必
ず
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

村
で
は
、
新
成
人
の
門
出
を
祝
う

た
め
次
の
と
お
り
成
人
式
を
行
い
ま

す
。

◇
と
　
き

１
月
13
日
（
月
）
成
人
の

日
　
午
前
10
時
か
ら

◇
と
こ
ろ

文
化
会
館
ホ
ー
ル

◇
対
象
者

昭
和
57
年
４
月
２
日
〜

昭
和
58
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

※
現
在
は
、
長
生
村
に
住
民
登
録
は

な
い
が
、
村
内
の
小
中
学
校
に
在
籍

し
て
い
た
人
や
結
婚
、
仕
事
な
ど
で

新
し
く
長
生
村
の
住
民
に
な
っ
た
人

も
参
加
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

村
民
文
化
祭
が

終
わ
っ
て

日
ご
ろ
の
学
習
成
果
の
発
表
・

展
示
な
ど
、
大
勢
の
み
な
さ
ん
の

参
加
ご
協
力
に
よ
り
盛
大
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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文化会館・公民館の休館日 

休 館 日 

12月 

５ 
12
19
26

６ 
13
20
27

７ 
14
21
28

10
17
24

３ 
11
18
25

４ 
８ 
15
22

１ 

29

９ 
16
23

２ 

30

５ 
12
19
26

６ 
13
20
27

７ 
14
21
28

11
18
25

４ 
10

24

３ 

17
８ 
15
22

１ 

29

９ 
16
23

２ 

30 3131

1月 

文文文文化化化化会会会会館館館館
ココココーーーーナナナナーーーー

プラネタを見て

㊧林　佑佳さん（大坪東部）
いろんな星座がわかってよ

かったです。今、理科で習っ

ているのでペガスス座が印象

に残りました。

㊨松本智子さん（宮ノ台）
私の見たい星座がいろいろ

見れてとてもよかったです。

文化会館　　32ｰ5100

涯
大
学
校
外
房

学
園
の
発
表
会

生生生生◇
と
　
き

12
月
７
日
（
土
）

開
　
場
　
午
後
１
時

開
　
演
　
午
後
１
時
30
分

◇
内
　
容

小
学
校
高
学
年
か
ら
中

学
・
高
校
期
の
社
会
的
問
題
が
広

が
る
な
か
、
子
ど
も
と
ど
の
よ
う

に
関
わ
っ
て
良
い
か
わ
か
ら
な
い

親
が
増
え
て
い
る
現
状
で
、
子
ど

庭
教
育
講
演
会

親
の
関
わ
り
方
を
学
ぶ

家家家家 ホホホホ
ーーーー
ルルルル
のののの

イイイイ
ベベベベ
ンンンン
トトトト

ププププ
ララララ
ネネネネ
タタタタ

リリリリ
ウウウウ
ムムムム

ウ
ン
ド
フ
ォ
レ
ス
ト

ク
リ
ス
マ
ス
ラ
イ
ブ

ササササ

火 木 土 日 祝
日 

午
後
３
時 

午
後
１
時
30
分 

  

〃  

３
時
30
分 

 

◇
と
　
き

12
月
22
日
（
日
）

開
　
場
　
午
後
１
時
45
分

開
　
演
　
午
後
２
時

◇
内
　
容

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
に

よ
る
ラ
イ
ブ

◇
入
場
料

８
０
０
円

◇
主
催
・
問
い
合
わ
せ

サ
ウ
ン
ド
フ
ォ
レ
ス
ト

（
32
）
３
５
６
８

◇
と
　
き

12
月
４
日
（
水
）

開
　
場
　
午
前
９
時

開
　
演
　
午
前
９
時
20
分

◇
内
　
容

学
生
に
よ
る
研
究
・
体

験
談
、
演
芸
の
発
表

◇
入
場
料

無
料

◇
主
催
・
問
い
合
わ
せ

千
葉
県
生
涯
大
学
校
外
房
学
園

（
25
）
８
２
２
８

内
楽
演
奏
会

室室室室◇
と
　
き

12
月
27
日
（
金
）

開
　
場
　
午
後
５
時
30
分

開
　
演
　
午
後
６
時

◇
内
　
容

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
サ
ク
ソ

フ
ォ
ン
、
ピ
ア
ノ
に
よ
る
演
奏
会

◇
入
場
料

無
料

◇
問
い
合
わ
せ

茂
原
市
粟
生
野
　

渡
部
　
　
（
34
）
９
０
０
６

冬
番
組

○
「
冬
の
星
座
」

○
「
地
平
線
を
こ
え
て
」
〜
南
十
字

の
輝
く
空
〜

◇
入
場
料

村
民
・
小
学
生
　
　
無
　
料

中
学
生
　
　
　
　
　
１
０
０
円

大
　
人
　
　
　
　
　
２
０
０
円

◇
上
映
時
間

も
に
対
す
る
親
の
関
わ
り
方
を
学

ぶ
た
め
の
講
演
会

◇
入
場
料

無
料

◇
主
催
・
問
い
合
わ
せ

明
る
い
社
会
づ
く
り
東
総
推
進
協

議
会
　
　
　
　
（
25
）
１
４
７
１
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今今今今
月月月月
のののの
一一一一
冊冊冊冊

今 月 の 新 刊

タイトル名　　　　　　　　　　　　　　　　著者名
もしかして愛だった　　　　　　　　　阿川　佐和子

ハッピー・バースディ　　　　　　　　　新井　素子

黒焦げ美人　　　　　　　　　　　　　岩井　志麻子

中央構造帯　　　　　　　　　　　　　　内田　康夫

じぶくり伝兵衛―重蔵始末２－　　　　　逢坂　　剛

憂い顔の童子　　　　　　　　　　　　大江　健三郎

竜とわれらの時代　　　　　　　　　　　川端　裕人

覘き小平次　　　　　　　　　　　　　　京極　夏彦

山背郷　　　　　　　　　　　　　　　　熊谷　達也

家康の置文　　　　　　　　　　　　　黒須　紀一郎

猫男爵　　　　　　　　　　　　　　　　神坂　次郎

美しい日本の暮らし　　　　　　　　　　近藤　富枝

写本室（スクリプトリウム）の迷宮　　　後藤　　均

剣鬼宮本武蔵　　　　　　　　　　　　　早乙女　貢

疾駆する夢　　　　　　　　　　　　　　佐々木　譲

私の話　　　　　　　　　　　　　　　　鷺沢　　萠

ぶっかけめしの午後　　　　　　　　　　椎名　　誠

小さき者へ　　　　　　　　　　　　　　重松　　清

タイトル名　　　　　　　　　　　　　　　　著者名
狐釣り　　　　　　　　　　　　　　　　杉本　章子

あしたのロボット　　　　　　　　　　　瀬名　秀明

ｉめぇ～る　　　　　　　　　　　　　　田辺　聖子

近藤勇暗殺指令　　　　　　　　　　　　岳　　真也

過ぎてきた日々　　　　　　　　　　　　津本　　陽

エコノミカル・パレス　　　　　　　　　角田　光代

庭木のお医者さん　　　　　　　　　　　野間　　豊

魔笛　　　　　　　　　　　　　　　　　野沢　　尚

海霧（上・下） 原田　康子

マンゴー・レイン　　　　　　　　　　　馳　　星周

獄門首　　　　　　　　　　　　　　　　半村　　良

鬼女の花摘み　　　　　　　　　　　　　平岩　弓枝

紫の領分　　　　　　　　　　　　　　　藤沢　　周

本格小説（上・下） 水村　美苗

黄昏のダンディズム　　　　　　　　　　村松　友視

雲南の妻　　　　　　　　　　　　　　村田　喜代子

自然の中の絵画教室　　　　　　　　　　布施　英利

ひきこもり支援ガイド　　　　　　　　　森口　秀志

ゲ
ー
ム
脳
の
恐
怖

森
　
昭
雄

基
本
の
ケ
ー
キ
、
冷
た
い

お
菓
子
、
気
軽
に
で
き
る
お

や
つ
、
和
菓
子
な
ど
、
経
験

を
問
わ
ず
、「
作
っ
て
よ
か

っ
た
」
と
感
じ
る
お
い
し
く

て
簡
単
な
お
菓
子
の
作
り
方

を
満
載
。
巻
末
に
お
菓
子
作

り
の
道
具
、
材
料
辞
典
を
掲

載
。

入りました

ハリーポッターと炎のゴブレット

Ｊ・Ｋ・ローリング

半落ち 横山　秀夫

長い家路（上・下）

ダニエル・スティール

消えた少年たち

オーソン・スコットガード

真珠夫人 菊池　　寛

盲導犬・聴導犬・介助犬訓練士ま

るごとガイド　資格のすべて・仕

事のあゆみ 日比野　清

リクエ トス 本 が キ
レ
や
す
く
自
分
勝
手
な

態
度
や
暴
力
的
な
行
動
を
取

る
若
者
の
行
為
に
、
人
間
ら

し
い
配
慮
を
す
る
脳
の
前
頭

前
野
が
低
下
し
て
い
る
と
警

告
す
る
。
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を

長
期
間
や
る
こ
と
に
よ
る
脳

へ
の
悪
影
響
を
、
科
学
的
デ

ー
タ
に
よ
っ
て
初
め
て
明
ら

か
に
し
た
。

オ
レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ
お
菓
子
教
室

オ
レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ



一宮人権擁護委員協議会と千葉

地方法務局一宮支局では、人権週

間にちなみ、次のとおり特設人権

相談所を開設しますので、お気軽

においでください。

◇と　き 12月16日（月）午前

10時～午後3時

◇ところ 長生村総合福祉センター

◇相談内容 いじめ、親子・夫婦

・扶養・相続など家庭問題、借

地・借家・名誉・信用・差別・

いやがらせなど人権上の問題や

悩みごと

◇相談員 人権擁護委員、法務局

職員

◇問い合わせ 住民課

32-2115

22

総　務　課　32ｰ2111 健康福祉課　32ｰ2112 税　務　課　32ｰ2113 産　業　課　32ｰ2114 住　民　課　　　　32ｰ2115

建　設　課　32ｰ2116 教育委員会　32ｰ2117 都市計画課　32ｰ2493 下水環境課　32ｰ2494 総合福祉センター　32ｰ3391

収 入 役 室 32ｰ4741 農業委員会　32ｰ4742 企画財政課　32ｰ4743 議会事務局　32ｰ4744 保健センター　　　32ｰ6800

夜夜夜夜 間間間間 急急急急 病病病病 診診診診 療療療療 所所所所

診療科目　内科・小児科　診療時間午後８時～午後11時

消防署裏　　　24ｰ1010

夜間急病診療テレフォン案内

24ｰ1011 午後７時～翌午前６時まで

福祉のしごと
就職フェアー

千葉県福祉人材センターでは､

福祉施設などに就職を希望する人

を対象に「福祉のしごと就職フェ

アinちば」を開催します。

求人のある社会福祉施設の代表

者との個別面談の場を提供し、福

祉人材の確保と就労の推進を目的

としています。

◇と　き 12月14日（土）午後

０時30分～３時30分

※受け付けは、午前11時30分か

ら行います。

◇ところ 幕張メッセ国際会議場

２階コンベンションホール

◇参加方法 当日直接会場へ

◇問い合わせ 千葉県福祉人材・研

修センター 043-248-1294

年末における
登記申請

特設人権相談所が
開設されます

今月は 固固固固 定定定定 資資資資 産産産産 税税税税
国国国国 民民民民 健健健健 康康康康 保保保保 健健健健 税税税税
介介介介 護護護護 保保保保 険険険険 料料料料 の納付月です

毎年12月になりますと登記申請

が増加し、窓口が大変混雑します。

年末における登記の申請及び登

記簿の謄本（登記事項証明書）や

印鑑証明書などの交付請求は、早

めに提出されるようお願いしま

す。

なお、年内の事務終了日は12月

27日（金）です。間近に登記申請

をされますと、年内に処理するこ

とができない場合も予想されます

ので、できるだけ早く申請されま

すようあわせてお願いいたしま

す。

◇問い合わせ 千葉地方法務局

一宮支局 42ｰ3515

月・日 一宮地区 茂原地区内科系 茂原地区外科系

12・1
津谷クリニック 聖光会病院 山之内病院
32ｰ5645 35ｰ5151 25ｰ1131

12・8
長島医院 宮本内科医院 宍倉病院
42ｰ8800 22ｰ3770 24ｰ2171

12・15
睦沢診療所 鵜沢外科内科 君塚病院
44ｰ2236 34ｰ2496 25ｰ1811

12・22
鈴木医院 長生内科神経内科 長生病院
42ｰ3111 24ｰ7752 34ｰ2121

12・23
長生八積医院 長生病院 鎗田整形外科医院
32ｰ3282 34ｰ2121 24ｰ8686

12・29
岡田眼科医院 鈴木医院 高田整形外科医院
42ｰ3529 22ｰ2630 22ｰ0111

12・31
よねもと整形外科 大塚内科 菅原病院
40ｰ1065 23ｰ6121 25ｰ1171

1 ・ 1
長島医院 茂原中央病院 長生病院
42ｰ8800 24ｰ1191 34ｰ2121

日日日日 曜曜曜曜 祭祭祭祭 日日日日 当当当当 番番番番 医医医医 診療時間

午前9時～午後5時

23

役場の電話番号 

 

お知ら
せ 

障害者・高齢者の

人権110番
学びたい！
それが入学資格

ハローワーク
セミナーの案内

相　談　内　容 と　　　　　き と　　こ　　ろ

◎心配ごと相談 毎週月曜日　午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎人権相談 12月16日（月）午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎結婚相談 12月15日（日）午前11時～午後３時 コミュニティーセンター 32ｰ3134

◎住民法律相談 12月16日（月）午後１時から（要予約） 総合福祉センター　　32ｰ2111

◎法律相談 12月20日（金）午後１時～午後４時（要予約） 長　生　支　庁　　　25ｰ7830

◎行政相談 12月16日（月）午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

各各各各 種種種種 相相相相 談談談談

※住民法律相談の予約は、当月分を毎月第１月曜日午前９時から役場総務課　　32ｰ2111で、長生支庁での
法律相談の予約は、当月分を毎月第２金曜日午前９時から長生支庁においてそれぞれ電話で受け付けします。

12月9日は「障害者の日」です。

千葉県弁護士会では、平成11年か

らこれまで3回にわたり電話相談

を行ってきました。今年も「障害

者・高齢者の人権110番」が次の

とおり開催されます。

◇と　き 12月９日（月）午後１

時～４時

◇相談方法 臨時電話（ 043-

227-5460）による相談。ただし、

面談相談を希望される人は、あ

らかじめ千葉県弁護士会（

043-227-8431）に電話で申し

込む（相談料は無料）

◇開催内容 障害者・高齢者に関

する人権問題、法律問題（財産、

金銭、家族）全般について弁護

士が対応。行政的な問題に備え

て千葉県障害福祉課から担当者

を派遣予定

◇問い合わせ 人権擁護委員会委

員長　小林幸也　成田中央法律

事務所　　　0476-24-3481

千葉高齢期雇用就業支援コーナ

ーは、高齢期における職業生活設

計の支援を行う国の機関（ハロー

ワーク）です。高齢期の生活設計

に必要な、厚生年金・雇用保険・

健康保険・税金などの基礎知識を

得るための職業生活設計セミナー

と再就職支援セミナーを開催して

います。

○職業生活設計セミナー
◇と　き 毎月第２水曜日　午前

９時50分～午後４時40分

○再就職支援セミナー
◇と　き 奇数月第３水曜日　午

後１時30分～午後４時20分

◇ところ いずれもハローワーク

ちば（千葉公共職業安定所）千

葉高齢期雇用就業支援コーナー

会議室

◇参加費 すべて無料ですが、当

コーナーへの登録が必要

◇問い合わせ ハローワークちば

（千葉公共職業安定所）千葉高

齢期雇用就業支援コーナー

043-238-8300

放送大学は、テレビ・ラジオを

通じて、自宅で学習する正規の大

学です。１科目でも入学できます。

【教養学部】
◇学生の種類
①全科履修生（大学卒業を目指す）

②選科履修生（1年間在学する）

③科目履修生（６カ月在学する）

※18歳以上で大学入学資格があれ

ば全科履修生、15歳以上であれば

選科・科目履修生として入学でき

ます。入学試験はありません。

【大学院】
◇学生の種類 修士科目生（6カ

月在学し、科目を選択し1科目

から履修）

◇募集期間 12月15日（日）～

平成15年２月28日（金）

◇問い合わせ 放送大学千葉学習

センター　　　043-298-4367

千葉市美浜区若葉2-11



ついこの前まで暑かったか
と思ったら、このごろ急に寒
くなってきました。みなさん
は体の具合はどうですか。私
はまったく平気なのですがた
だ、朝起きるのがつらくなっ
てきました。もともと朝は弱
いのですが寒さもあって布団
から出ることができません。
意志の弱さを感じる今日この
頃です。 （い）

学校の花壇の
コスモスです。
葉や花の細かい
ところまで丁寧
にかきました。

高根小
（３年生）

こぶとりじいさん
です。踊っているお
じいさんの手をかく
のがむずかしかった
です。

一松小
（２年生）

狩野茂樹 くん

平成14年12月1日発行　編集・発行：長生村役場総務課　〒299-4394 千葉県長生郡長生村本郷1-77 0475-32-2111

元気でやんちゃ娘の夏鈴。音楽

が大好きで、音に合わせ体を大き

くゆすってリズムを取ります。

平成13年12月20日生
父・岩本　充、母・ひとみさん

夏
か

鈴
りん

ちゃん（市ヶ谷）

お姉ちゃんに鍛えられて、いた

ずら好きの暴れん坊。でも本当は

とても甘えん坊なんです。

平成13年12月７日生
父・東間勝広、母・裕子さん

拓
たく

也
や

ちゃん（小橋）

古く中国から渡来したといわれ、
柿渋をとるために栽培された落葉高木。
果実は小さく直径約1.5㎝で、秋に熟すと黄色から
紫色になりブドウガキともいわれる。渋の素であるタンニン
を多く含み、渋くて食べられない。かつて柿渋は傘、渋紙などの防
水・防腐用に使われていた。今では日本酒製造時の清澄剤として、また染色
など美術面での利用もある。 （撮影地：曽根）

マメガキ

ネイチャー 
　　フォト 

元
気
で
す

酒井美香 さん

平面構成を立体
にするのがとても
むずかしかったで
す。

長生中
（３年生）

小佐野智美 さん

この広報は再生紙を使用しています。


